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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2021 年６月 14 日に公表いたしました 2022 年４月期の連結業績予想につきまして、下記のとおり修正する

こととしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１．2022 年４月期連結業績予想の修正について 

（１）2022 年４月期連結業績予想の修正（2021 年５月１日～2022 年４月 30 日）  

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

 

6,660 

百万円 

 

300 

百万円 

 

290 

百万円 

 

220 

円 銭 

 

52.33 

今回修正予想（Ｂ） 7,000 440 450 300 71.61 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 340 140 160 80 － 

増 減 率 （ ％ ） 5.1 46.7 55.2 36.4 － 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2020 年４月期） 
5,990 261 276 159 37.90 

（注）「1 株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2021 年 10 月 31 日現在の

期中平均株式数（四半期累計）を使用しております。 

 

（２）修正の理由 

  当第２四半期連結累計期間におきましては、金融の SDGs 推進や ESG 投資の進展に伴い、個人投資家や法

人による再生可能エネルギーに対する需要が高まり、クリーンエネルギー事業の太陽光発電施設の販売が好

調に推移したことに加え、スマートホーム事業においては、ソーラー発電付き規格型コンパクトハウスのビ

ジネスモデルが定着し、コロナ禍においても積極的に商品確保を行ったことで、販売棟数が順調に増加した

こと等により、第２四半期連結累計期間としては、売上高・各利益ともに上場以来最高となりました。 

但し、第３四半期以降、原材料の高騰や部材の供給不足等が一部顕在化しており、当社グループを取り巻



く経営環境の先行きは不透明感が残る状況にあります。 

  また、2021 年 11 月 24日公表の「株式会社 Plus one percent の株式取得（子会社化）に関するお知ら

せ」にて記載のとおり、同社を子会社化いたしました。本件子会社化は、第３四半期以降当社グループの業

績に寄与するものの、当該取得にかかるＭ＆Ａ費用の計上により当該子会社化における利益面での寄与は限

定的なものとなっております。 

  これらを踏まえ、2022 年４月期の業績見通しを上記表のとおり修正いたします。 

 

２．その他 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま

た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以  上  


